
 

 

 

 
 

 

 

 

1993 年 4月   鳥取大学医学部の脳神経小児科から大野耕作先生が神経生物学分野の初代教授

に就かれ，2001 年に脳神経小児科の教授に就かれるまでの約 8 年間，ニーマンピ

ック病 C 型をはじめとする先天性代謝異常症に関する研究等を行われた。同じく 4

月にコーネル大学医学部から佐治眞理先生が助教授に就かれ，1998 年に北里大学

医療衛生学部教授に就任するまでの約 5 年間，線条体の障害による遅発性黒質神

経細胞死に関する研究等を行われた。 

1998 年 4 月   佐治助教授の後を受け，京都大学医学部から二宮治明先生が助教授に就かれ，

2006 年に鳥取大学医学部保健学科生体制御学講座教授に就任されるまでの約 8

年間，筋ジストロフィーに関する研究等を行われた。 

 

2002 年 4 月   大野教授の後を受け，大阪大学大学院医学系研究科から畠義郎先生が鳥取大学

大学院医学系研究科 機能再生医科学専攻 生体機能医工学講座 生体高次機能学

部門との兼任で神経生物学分野の第 2 代教授に就任され，現在に至るまでの約 18

年間，大脳皮質視覚野を中心に生後環境が脳発達に与える影響とそのメカニズムの

解明に関する研究等を行ってこられ，現在にいたっています。 

 

2020 年 4月   機能再生医科学専攻、生命科学専攻、保健学専攻が医科学専攻として改組統合さ

れ、生体高次機能学部門（畠教授、亀山助教）が合流し、分野名が神経科学分野とな

りました。  
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脳神経系の発達や疾患を理解するため、次のような研究を行っています。 

脳の発達とは 

  ヒトの乳児は、すでに驚くべき認知能力を持っています。大人の多く

の能力の原型が生得的に備わっているのです｡しかし同時に、それらの

能力の成熟には、発達の際に適切な刺激や経験を得ることが必要です｡

適切な経験なくしては、見る、聞く、話すといった基本的な能力も充分

に発達しません。また社会的行動といった高次な精神活動も発達環境

に大きく影響されます。このように、ヒトの能力は遺伝的にコントロール

された成熟過程と、成育環境での経験が相互に作用することで形成さ

れていくのです。脳がうまく発育するためには、どんな刺激や経験が必

要なのでしょうか？それらの刺激はどのような仕組みで脳の成熟に影

響するのでしょうか？子供たちの健康な発育のために、いつどのような

経験をさせればよいのでしょうか？私達は、哺乳類の脳の生後発達を

研究することで、このような疑問に答えようとしています。 

 

進行中のプロジェクト 

 眼で捉えた視覚情報は脳の視覚野という領域で処理されますが、この領域の機能や構造の発達に、

生後発達期の視覚体験が重要な役割を果たしています。例えば、発達期に片方の眼の入力を遮断する

と、脳はその眼への反応性を失い、中枢性の弱視になります。より高次な機能については、発達期に隔

離して飼育される等過剰なストレスをうけた動物は、成熟後に社会性や攻撃性が変化します。これらの

現象をモデルとして、以下のようなプロジェクトが進行中です。 

 

１) 視覚経験による大脳皮質神経回路網の調節メカニズムの解明 

視覚経験を持たずに育った動物は、通常の動物と比較して、大脳神経回路のどこがどのように変

化しているかを解析します。また、視覚経験によりどのような分子機構が働き、神経結合を形成し

たり消失させたりするのかを調べています。 

２）児童虐待が原因となる精神疾患のモデルラットが示す攻撃性の新規根治療法開発 

児童虐待等の不適切な養育環境が主要な原因とされる精神疾患のモデルラット（幼少期ストレス

負荷モデル）が示す攻撃性増加等の行動異常を、前頭前野の眼窩前頭皮質に局所的に分子標的

薬を投与することや環境を操作すること等により改善できないかを調べています。 

３）In Vivo遺伝子導入による神経形態の可視化と機能操作 

In Vivo エレクトロポレーションやウイルスベクター（アデノ随伴ウイルスベクター）による、生後動

物への遺伝子導入法の開発を通じて、神経細胞形態の可視化・解析に取り組んでいます。 

現在の研究テーマ 
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＜2020年 9月 報告会後に撮影（コロナウイルス感染拡大で教室旅行は中止）＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


